
（質問順）

質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１ １ 観光施設の充実につい
て

・ 町 長
課 長

８ 大 橋

・

・

・

・
・

２ ・
・

・

・

・
・
・

３ ハラスメントについて ・ 町 長
課 長

・
・
・

・
４ 島木赤彦生誕１５０周

年記念に向けて
・ 町 長

課 長
・
・

令和７年９月下諏訪町議会定例会一般質問表

□■□【９月４日（木）】　＊午前９時頃から

教育方針と環境につい
て

新教育長就任による教育方針の変更はあるか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

旧矢﨑商店の国登録有形文化財の指定を待ちなが
ら、その価値を損なわずに活用するための施策
は。
中山道の整備について、トイレの新設やインフラ
整備など観光視点でどのように取り組んでいくの
か。
体験型観光の充実についてどのように考え、今主
流となっている時計づくり工房の他に魅力ある施
設の計画は。
春宮駐車場を起点とした観光動線の検討・研究
は。

町 長
教育長
課 長

危機管理についての基本的な考え方と通報や対処
についての考え方は。
小、中学校における不審者の状況やこれからの対
処についての考え方は。
教室と職員室また警察等との連携を図る上での通
信システムの構築などをどのように考えている
か。
電子黒板などの設置と活用状況は。

観光の広域的取り組みを進める上での課題は。
観光協会と観光振興局の一元的取り組みによる観
光振興と各種イベントの見直しや開催方法などを
どのように考えているか。

空調などの環境は整えられているか。

式典に向けて、記念碑を建立し、除幕式を行う予
定はあるか。

学校環境に対するＰＴＡからの要望はあるか。
役場におけるカスタマーハラスメントの問題はあ
るか。
パワハラ、セクハラの問題はあるか。
役場では対処をどのようにしているか。
クレーマーなどに対応するための職員研修会など
は行われているか。

柿蔭山房の老朽化をどのように考えるか。

職場内における共同対応・対策をしているか。
島木赤彦生誕１５０周年の記念祭についての展望
は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

２ １ 理想のしもすわを求め
て

・ 林
（元）

１ 策定を施策に反映する点、また反映した点
　 は。
２ 策定事業の成果をどのように考えるか。
３ 策定後の地区における変化は。
４ これからの施策への反映をどのように考え
　 ているか。

・ 湖畔地区・社地区におけるグランドデザイン
策定事業の施策への反映をどのようにしてい
くか。

１ 湖畔地区における砥川右岸の開発が始まっ
   たが、左岸の土地開発公社の土地活用をど
   のように考えているか。
２ 社地区におけるニデック跡地の開発及び活
   用と道の駅構想におけるバイパス接続など
   をどのように対処していくか。

・

・

・

・ 山王閣跡地（斜面の劣化）及び荻原製作所跡
地における行政主導による早期の活性化の可
否は。

・ 産業の活性化に必要なものと町の産業の未来
像は。

・ 教育・子育ての未来像をどのように描き、教
育方針並びに子育てにおける自治体の役割を
どのように考え、進めていくか。

・ 高齢化社会を迎えている現状に、未来の福祉
施策はどのようにあるべきか。また高齢化社
会を快適にするためには何が必要か。

・ 道路などの環境整備における理想の環境づく
りをどのように捉えて進めていくか。

・

・

・

・

町の産業発展、教育・子育て、福祉のあるべき姿
やインフラ整備における町全体のデザイン化（町
の未来像）による施策をどのように考えていく
か。

グランドデザインなど“理想の未来”を「総合計
画」並びに「行財政経営プラン」にどのように反
映していくか。

時代の急激な変化をどのように捉え、修正してい
くか。

エネルギー再生の町、省エネの町として、理想的
なあり方とその施策をどのように推進するか。

理想のしもすわを求めるにあたって何が一番必要
と考えるか。

グランドデザイン策定事業から見える町の未来像
は。

町 長
教育長
課 長

６

・下ノ諏訪宿地区（秋宮周辺）について。

グランドデザインを概念的な策定に終わらせない
ためには何が必要か。
グランドデザイン策定事業の町全体の位置づけを
どのように考えているか。（当該地区が町全体の
中でどのような役割を担い、寄与していくべき
か。）

□■□【９月４日（木）】　＊午前１０時５分頃から

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

３ １ ・ 町 長
課 長

３ 野 沢

・

・

・ 「イオンスタイル諏訪」への移動手段とし
て、交通インフラの利便性の向上を図ること
を考えているか。

・ 防犯上の対策として、子育て・多世代交流施
設への防犯カメラの設置を考えているか。

・ 生活上の困り事等の相談窓口の設置を考えら
れないか。

・ ミニ図書館のように施設の壁面等を利用し
て、自由に書物に触れられる環境づくりは可
能か。

・ こども食堂のような機能を考えているか。
・ 授乳・搾乳室の準備は考えているか。
・ 子育て・多世代交流施設は、賃貸借と聞いて

いるが、財源を確保して町の負担を最小限に
とどめることができないか。

・ クリア且つ必要に応じてブラインドなどによ
るプライバシーも確保できるコンパクトな会
議室の設置を考えられないか。

２ 第８２回国民スポーツ
大会について

・ 町 長
課 長

・ 町 長
課 長

・

４ ・ 町 長
課 長

・

５ 学校トイレについて ・ 町 長
課 長

６ ・ 町 長
課 長

・

学校トイレの洋式化について、本年度の進捗状況
は。

防犯対策について 安心・安全で住み良いまちづくりのため、必要な
箇所に防犯カメラの設置を検討できないか。
赤砂崎公園など、夜間暗く人通りが少ない場所に
照明を増設することにより防犯対策を強化する考
えは。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

□■□【９月４日（木）】　＊午前１１時１０分頃から

プラスチック資源の回収による燃やすごみとの回
収量の比較はどのようになっているか。

プラスチック資源の収集日を増やす事はできない
か。

「イオンスタイル諏
訪」と子育て・多世代
交流施設について

イオンの新店舗においては、食料品のみならず他
商品の販売も見込まれているのか。
山間地の買物困難者を応援する移動販売車の利用
状況と売上額は。
子育て・多世代交流施設の来年秋の完成に向け
て。

第８２回国民スポーツ大会に向けて３市町合同推
進室が設置されるが、職員体制のみならずボラン
ティアの組織体制も考えているか。

学校体育館へのエアコ
ン設置について

学校体育館への命を守るためのエアコン整備の進
捗状況は。
令和７年度末が期限である緊急防災・減災事業債
を活用してエアコンを整備することはできない
か。

３ ゼロカーボンシティを
目指す取り組みについ
て

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

４ １ ・ １３ 松 井

・

・
・

・

２ やしマルシェの運行に
ついて

・ 町 長
課 長

３ ・

・

・

４ ・

・

倒木対策について 町 長
課 長

児童生徒の学習保障に
ついて

町 長
教育長
課 長

給食食材の購入先につ
いて

長和町の農産物の学校給食への利用状況は。 町 長
課 長長和町の有機栽培野菜を利用できないか。

最近のヤングケアラーの実態は。

学習時間を保障するためのヘルパー派遣はできな
いか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

不登校の児童生徒がフリースクールへ通った場合
の費用を無償化できないか。

□■□【９月４日（木）】　＊午後１時３０分頃から

台風や集中豪雨などによる倒木の危険がある地域
や箇所は把握しているか。
倒木の危険がある民地の所有者への周知・伐採依
頼の状況は。
最近の支障木伐採の状況は。
民地における支障木伐採への支援策の検討状況
は。
伐採木を有料で払い下げをして、支障木伐採支援
の財源とすることはできないか。
水曜日の運行に空き時間があるが、東山田・高木
地区などに拡大できないか。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

・

・

・

・

・

２ ・ 町 長
課 長

・

・

・

・
３ ・

・

・

町 長
課 長

宿泊事業は、旅館業法に基づくものか、簡易宿所
か。運営主体となる事業者についての考えは。
旧矢﨑商店の現時点で把握している建物の課題と
改修費用についての考えは。

地域活動・サロン等の担い手不足と持続可能な運
営体制の現状と今後の取り組みは。
活動の意義を改めてどのように捉え直し、孤立防
止の観点から新たな支援の方向性を検討している
か。

地域を支える人材の確保・育成について町の考え
は。
拠点整備に向けた今後の方向性は。

旧矢﨑商店の進展につ
いて

これまでの取り組みと現在の状況及び今後のスケ
ジュールは。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

５ １ こども計画の実効性と
家庭への届き方につい
て

町 長
教育長
課 長

孤立を防ぐ視点と「つながり」の再構築に関する
町の基本的な考え方は。

５ 髙 橋計画の根底にある理念と、町として子どもや家庭
をどのように見つめているのか。

支援につながりにくい家庭に対する気づきとアプ
ローチについて具体的な課題と工夫は。

関係機関との連携の仕組みをどのように整えてい
るか。

職員の心のケアや働きやすい職場づくりのために
どのような取り組みを行っているか。

「見える支援」の評価の導入と家庭を起点にした
体制づくりへの考えは。

高齢者・多世代の孤立
防止と「地域で生きる
支え合い体制」につい
て

□■□【９月４日（木）】　＊午後２時３５分頃から

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

６ １ ・ 町 長
課 長

９ 花 岡

・

・

・

２ ・
・
・

・

３ ・ 町 長
課 長

・

・
・

町 長
課 長

従来の保険証の廃止や
マイナ保険証に関する
対応について

ゼロ次予防の環境形成によってどのような健康ま
ちづくりをめざすのか。
従来保険証の期限切れ後、医療機関窓口でのトラ
ブルはないか。
国民健康保険証、後期高齢者医療保険証が７月末
期限切れ以降も受診できることの周知は。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

地球環境の保全・改善
に向けた取り組みにつ
いて

プラスチック資源分別収集の半年間の成果と課題
は。

資格確認書の使用方法の周知は。
マイナンバーカード及び電子証明書の更新手続き
や資格確認書交付作業の状況は。

諏訪湖のマイクロプラスチック増加防止対策の考
えは。
プラスチックごみのポイ捨てをなくすための啓発
の考えは。
マイボトルの推奨や給水スポットの設置などペッ
トボトルを減らす取り組みの考えは。
ゼロ次予防の概要は。
グランドデザイン策定事業との関係性は。
「ゼロ次予防」事業の先行事例を参考にするの
か。また、当町で想定される取り組みとの違いは
あるのか。

都市構造と健康に関す
る研究協定について

□■□【９月４日（木）】　＊午後３時５５分頃から

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

７ １ 学童クラブの今後につ
いて

・ 町 長
教育長
課 長

１０ 金 井

・

２ 中学校部活動の地域移
行について

・

・
・

３ ・

・

・
４ ・

・

「子どもの権利条例」の制定を考えられないか。
小中学校給食費無償化
対象学年の拡大につい
て

来年度に向けた国の動向を、どのように把握され
ているか。

町 長
教育長

町独自の無償化拡大に向けての考えはないか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

町 長
教育長
課 長

各種施策や計画に子ど
もや若者の意見の反映
を

町 長
教育長
課 長

指導員や場所の確保をはじめとする受け入れ体制
の課題とその解決策についてどのように考える
か。
クラブコーディネーターの地域おこし協力隊の採
用にあたっての考え方や、公募状況、今後の予定
は。
地域クラブ活動整備事業の、総括コーディネー
ター委託事業者決定以降の協議の進捗状況は。

他市町村と連携する可能性はあるか。
各種施策、立案過程への子ども・若者の参画につ
いてどのように考えるか。
主権者教育の実態とあるべき姿をどのように考え
るか。

□■□【９月５日（金）】　＊午前９時頃から

実施に向けての課題と今後の予定は。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

８ １ 町政功労者表彰及び感
謝状の贈呈について

・ 町 長
課 長

７ 樽 川

・

・

２ 姉妹都市、友好都市に
ついて

・ 町 長
課 長

・

・

３ ・

・
・

・
４ 防災士の役割について ・ 町 長

課 長
・

・
・

５ ・
・
・
・ 理想の学童クラブをどのように考えるか。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

学童クラブを改革する考えは。

□■□【９月５日（金）】　＊午前１０時５分頃から

防災に対する学習の機会を増やすべきでは。
自助、共助を強化するためにも定期的に研修会を
開催すべきと考えるが、町の考えは。
現在の学童クラブの運営状況は。
学童クラブの課題や要望は聞かれるか。

学童クラブについて 町 長
課 長

今年の祭りを振り返り、見えてきた課題は。

本部席の多様化は可能か。
お舟祭り当日（８月１日）に本部席及び来賓席を
設置する考えは。
より多くの町民の参加を後押しする方策は。
町が期待する防災士の役割をどのように考える
か。
町の防災施策に対する防災士の位置づけをどのよ
うに考えるか。

町民祭り、お舟祭りを
振り返って

町 長
課 長

今後の表彰式の手法と在り方を見直す考えはある
か。
現在の姉妹都市は、南知多町のみであるが、奄美
大島の瀬戸内町や、新潟県の新発田市などと友好
を深めていく考えはあるか。
広く市町村との交流を行うきっかけづくりの手立
てはあるか。
今後における姉妹都市、友好都市の在り方をどの
ように考えるか。

これまでの町政功労者表彰の回数及び表彰者数
は。
町政功労者表彰及び感謝状の賞状サイズは、同じ
規格になっているのか。

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

９ １ ・ １２ 豐 島
・ 町指定避難所の耐震性や立地状況の安全性の

担保は十分か。
・ 指定避難所が学校の場合、学校特有の問題

（初動対応）はないか。
２ 地域経済の発展につい

て
・ 町 長

課 長
・ 湖畔地区グランドデザイン実現に向けてのイ

オンスタイルの位置づけは。
・ 大型商業施設と既存中小小売店との共存共栄

をどのように図るか。
３ ・

・

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

安心・安全のくらしに
ついて

町 長
教育長
課 長

移住・定住政策、関係
人口増加の施策につい
て

町 長
課 長銀座ＮＡＧＡＮＯ等、在京の県施設を利用した首

都圏在住者向けの積極的な施策の予定は。

８月３１日実施の防災訓練を通じて。

来秋の「イオンスタイル諏訪」オープンの報を受
けて。

地域活性化起業人制度を活用する予定は。

□■□【９月５日（金）】　＊午前１１時１０分頃から

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１０ １ 教育長就任について ・ 教育長 １１ 青 木

２ ・
・

・

・
３ 独居高齢者への支援に

ついて
・ 町 長

課 長
・

４ ビジネスケアラーにつ
いて

・ 町 長
課 長

・

５ ・

・

・

移住定住と交流人口の関係をどのように考える
か。

団塊の世代が後期高齢者になり、要介護者の急増
が見込まれる中、町ではどのように対策していく
のか。
町として企業への情報周知と支援についてどのよ
うに対応していくか。

「信州地域クラブ活動
応援サポーター」認証
制度について

各校の部活動の状況はどのようになっているか。 教育長

学校部活動の地域移行についての状況はどのよう
になっているか。

一人暮らしの高齢者の日常生活における心配ごと
についてどのように対応するのか。
生活保護受給者（被保護人員）が増加傾向にある
ことについて、今後どのように対応していくの
か。

町の「信州地域クラブ活動応援サポーター」認証
制度への参加（登録）状況は。

□■□【９月５日（金）】　＊午後１時３０分頃から

番　号

インバウンドによる今後のオーバーツーリズムを
どのように考えるか。

今後の旧矢﨑商店の活用をどのように考えるか。

質　　　問　　　要　　　旨

町の教育についての考えは。

第８次町総合計画策定
に向けた住民対話集会
について

多様な住民が参画する場をどのように創るのか。 町 長
課 長

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１１ １ 教育の将来像について ・ 教育長 ２ 林
（吉）

２ 少子化と学校の将来構
想について

・ 教育長

・
・

・
３ 主権者教育について ・

・
・

・

・

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

町 長
教育長
課 長

部活動の地域移行についての考えは。
小中学校における主権者教育の具体的な実施状況
は。
体験型の主権者教育の取り組みは。
主権者教育の体験型学習やプロジェクト型活動の
考えは。
政治や選挙に関する授業の取り組みの成果や今後
の課題をどのように考えるか。
社会参画の意識を高めるための仕組みづくりの考
えは。

教育長が描く教育の将来像とは。

少子化が進行する中における学校教育の将来構想
は。
学校規模の見直しや統廃合の考えは。
子どもたちの地域活動への参加を促進するための
考えは。

□■□【９月５日（金）】　＊午後２時３５分頃から

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。



質　　問　　事　　項 答弁者 議席 質問者

１２ １ ・ ４ 竹 元

・

・

２ 産後ケア事業について ・

・

・

３ 町民の憩いの場づくり
について

・ 町 長
課 長

・ 文化センターロビーなどへ机や椅子などを設置す
る考えは。

町内における町民の憩いの場づくりについて町長
の考えは。

産後ケアへの補助額引き上げの考えは。

番　号 質　　　問　　　要　　　旨

気候危機対策への取り
組みについて

町 長
課 長

□■□【９月５日（金）】　＊午後３時５５分頃から

町内公共施設の遮熱、断熱の状況は。

気候危機が町内の農業従事者や農作物に与える影
響をどのように想定しているか。
若者や住民と協働で行う気候町民会議の導入につ
いて、町としての考えは。

産後ケア事業の利用状況は。

産後ケア事業の周知方法や課題は。

町 長
課 長

※一般質問の持ち時間は１人６０分です。
質問終了後に約５分間の休憩をとります。開始の時間は目安です。


